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(54)【発明の名称】 アクティブマトリクス型有機ＥＬ表示装置

(57)【要約】
【課題】  有機ＥＬ発光素子７に印加される電圧が寄生
容量Ｃｅに蓄積された電荷でシフトし、データ信号に応
じたゲート電圧VGは正常時より小さくなり、結果的に有
機ＥＬ発光素子７の輝度が劣化する問題点となる。
【解決手段】  本発明によれば、有機ＥＬ発光素子７は
表示期間中に基準の電圧に対して第１の極性の電圧を印
加する第１の電源ＰＶと、前記第１の極性とは逆極性の
電圧を印加する第２の電源ＣＶとの間に接続され、帰線
期間中に前記第１の電源ＰＶと前記第２の電源の極性Ｃ
Ｖを反転させて接続されることにより、表示期間中に有
機ＥＬ発光素子７の寄生容量に蓄積された電荷を帰線期
間で放電して次表示期間での有機ＥＬ発光素子の輝度の
劣化を防止する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  行方向に延在する複数のゲート線と、列
方向に延在する複数のデータ線と、前記ゲート線及び前
記データ線の交点それぞれに対応して配置される選択駆
動回路と、前記選択駆動回路に接続される有機ＥＬ発光
素子とを有し、前記ゲート線に入力される選択信号によ
って前記選択駆動回路がオンし、前記データ線に入力さ
れるデータ信号に応じた電流が前記有機ＥＬ発光素子に
供給され、データ信号に応じた輝度で前記有機ＥＬ発光
素子が発光するアクティブマトリクス型有機ＥＬ表示装
置において、前記有機ＥＬ発光素子は、表示期間中に基
準の電圧に対して第１の極性の電圧を印加する第１の電
源と、前記第１の極性とは逆極性の電圧を印加する第２
の電源との間に接続され、帰線期間中に前記第１の電源
と前記第２の電源の極性を反転させて接続されることを
特徴とするアクティブマトリクス型有機ＥＬ表示装置。
【請求項２】  前記駆動回路に放電回路を設け、前記帰
線期間中に前記有機ＥＬ発光素子に蓄積された電荷を前
記放電回路を通して放電することを特徴とする請求項１
に記載のアクティブマトリクス型有機ＥＬ表示装置。
【請求項３】  個々の画素毎に選択トランジスタ、駆動
トランジスタ、有機ＥＬ発光素子を有し、前記選択トラ
ンジスタに選択信号を入力することによって、選択トラ
ンジスタをオンし、前記選択トランジスタを介してデー
タ信号を前記駆動トランジスタに入力し、前記駆動トラ
ンジスタを介して前記データ信号に応じた電流を前記有
機ＥＬ発光素子に流し、前記データ信号に応じて前記有
機ＥＬ発光素子を発光させて表示を行うアクティブマト
リクス型有機ＥＬ表示装置において、前記有機ＥＬ発光
素子は、表示期間中に基準電圧に対して一極性の第１の
電源と、前記第１の電源と逆極性の第２の電源との間に
駆動トランジスタとともに直列に接続され、帰線期間中
に前記第１の電源と前記第２の電源の極性を反転させて
接続されることを特徴とするアクティブマトリクス型有
機ＥＬ表示装置。
【請求項４】  前記駆動トランジスタに放電用ダイオー
ドを設け、前記帰線期間中に前記有機ＥＬ発光素子に蓄
積された電荷を前記放電用ダイオードを通して放電する
ことを特徴とする請求項３に記載のアクティブマトリク
ス型有機ＥＬ表示装置。
【請求項５】  前記放電用ダイオードはＴＦＴトランジ
スタのゲートソースを短絡して形成されることを特徴と
する請求項４に記載のアクティブマトリクス型有機ＥＬ
表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、薄膜トランジスタ
（Thin Film Transistor；ＴＦＴ）等から構成された選
択駆動回路によって画素毎に独立して配置されたアクテ
ィブマトリクス型有機エレクトロルミネッセンス（Elec
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tro Luminescence；ＥＬ）表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】有機ＥＬ表示装置はＣＲＴに比較すると
低消費電力で、小型であり、その上自発光のためＬＣＤ
のような視野角依存性がないため、近年、ＥＬ素子を用
いたＥＬ表示装置が、ＣＲＴやＬＣＤに代わる表示装置
として注目されている。また、例えば、そのＥＬ素子を
駆動させるスイッチング素子としてＴＦＴを備えたＥＬ
表示装置の開発が進められている。
【０００３】図４に有機ＥＬ表示装置の等価回路図を示
す。
【０００４】行方向に延びる複数のゲート線１が配置さ
れ、これに交差するように列方向に複数のデータ線２及
び駆動線３が配置されている。駆動線３は、電源ＰＶに
接続されている。電源ＰＶは正の定電圧を出力する電源
である。
【０００５】ゲート線１とデータ線２とのそれぞれの交
点には選択ＴＦＴ４が接続されている。選択ＴＦＴ４は
二つのＴＦＴ４ａ、４ｂを直列に接続したダブルゲート
構造であり、選択ＴＦＴ４のそれぞれのＴＦＴ４ａ、４
ｂのゲートはゲート線１に接続され、選択ＴＦＴ４ａの
ドレインがデータ線２に接続されている。選択ＴＦＴ４
ｂのソースは保持コンデンサ５と駆動ＴＦＴ６のゲート
に接続されている。
【０００６】駆動ＴＦＴ６のドレインは、駆動線３に接
続され、ソースは有機ＥＬ発光素子７の陽極に接続され
ている。有機ＥＬ発光素子７の陰極は電源ＣＶに接続さ
れている。電源ＣＶは負の定電圧を出力する電源であ
る。保持コンデンサ５の対極には、列方向に延在する容
量線９が接続されている。
【０００７】ゲート線１は図示しないゲート線ドライバ
に接続され、ゲート線１には、ゲート線ドライバによっ
て順次ゲート信号が印加される。ゲート信号はオンもし
くはオフの２値の信号で、オンの時は正の所定電圧、オ
フの時は0Vとなる。ゲート線ドライバは、複数接続され
るゲート線１のうち、選択された所定のゲート線のゲー
ト信号をオンとする。ゲート信号がオンとなると、その
ゲート線１に接続された全ての選択トランジスタ４のＴ
ＦＴがオンとなり、選択トランジスタ４を介してデータ
線２と駆動トランジスタ６のゲートが接続される。
【０００８】データ線２にはデータ線ドライバ８から表
示する映像に応じて決定されるデータ信号が出力されて
おり、データ信号は駆動トランジスタ６のゲートに入力
されるとともに、保持コンデンサ５に充電される。
【０００９】駆動トランジスタ６は、データ信号の大き
さに応じた導電率で駆動線３と有機ＥＬ発光素子７とを
接続する。この結果、データ信号に応じた電流が駆動ト
ランジスタ６を介して駆動線３から有機ＥＬ発光素子７
に供給され、データ信号に応じた輝度で有機ＥＬ発光素
子７が発光する。
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【００１０】保持コンデンサ５は、専用の容量線９もし
くは駆動線３など他の電極との間で静電容量を形成して
おり、一定時間データ信号を蓄積することができる。
【００１１】データ信号は、ゲート線ドライバが他のゲ
ート線１を選択し、そのゲート線１が非選択となって選
択トランジスタ４がオフした後も、保持コンデンサ５に
よって１垂直走査期間の間保持され、その間、駆動トラ
ンジスタ６は前記導電率を保持し、有機ＥＬ発光素子７
はその輝度で発光を続けることができる。
【００１２】以上が、アクティブマトリクス型有機ＥＬ
表示装置の動作原理であるが、本明細書において、上述
した選択トランジスタ４、駆動トランジスタ６等を有
し、ゲート信号のような表示素子の１つもしくは複数を
同時に選択する信号と、表示する映像によって決定され
るデータ信号とによって、所定の表示素子にデータ信号
に応じた電流を供給する回路を総称して選択駆動回路と
称する。選択駆動回路は、上述した以外にも様々なパタ
ーンが考えられ、また、既に提案されている。
【００１３】図５にアクティブマトリクス型有機ＥＬ表
示装置の断面図を示す。
【００１４】ガラス基板１１上に複数の駆動ＴＦＴ６が
配置されている。駆動ＴＦＴ６は、ゲート電極６Ｇが、
層間絶縁膜１２を介してソース６Ｓ、チャネル６Ｃ、ド
レイン６Ｄと対向する構造であり、ここに示す例では、
チャネル６Ｃよりもゲート電極６Ｇが下にあるボトムゲ
ート構造である。
【００１５】駆動ＴＦＴ６上に層間絶縁膜１３が形成さ
れ、その上にデータ線２及び駆動線３が配置されてい
る。駆動線３は、駆動ＴＦＴ６のドレイン６Ｄにコンタ
クトを介して接続されている。それらの上に、平坦化絶
縁膜１４が形成されており、平坦化絶縁膜１４の上には
画素毎に有機ＥＬ発光素子７が配置されている。
【００１６】有機ＥＬ発光素子７は、ＩＴＯ（indium t
in oxide）等の透明電極よりなる陽極１５、ホール輸送
層１６、発光層１７、電子輸送層１８、アルミニウムな
どの金属よりなる陰極１９が順に積層されて形成されて
いる。陽極１５からホール輸送層１６に注入されたホー
ルと、陰極１９から電子輸送層１８に注入された電子と
が発光層１７の内部で再結合することにより光が放た
れ、この光が図中矢印で示したように、透明な陽極１５
側からガラス基板１１を透過して外部に放射される。陽
極１５、発光層１７は各画素毎に独立して形成され、ホ
ール輸送層１６、電子輸送層１８、陰極１９は、各画素
共通に形成される。
【００１７】図６は、図４に示したの回路図から１画素
分の電源PV、駆動ＴＦＴ６、ＥＬ発光素子７、電源ＣＶ
を抽出して示した回路図である。図から判るように、駆
動ＴＦＴ６と有機ＥＬ発光素子７とは、正の電源ＰＶと
負の電源ＣＶとの間に直列に接続されている。有機ＥＬ
発光素子７に流れる駆動電流は、電源PVから駆動トラン
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ジスタ６を介して有機ＥＬ発光素子７に供給され、そし
て、この駆動電流は駆動トランジスタ６のゲート電圧VG
を変化させることによって制御することができる。上述
したように、ゲート電極にはデータ信号が入力されてお
り、ゲート電圧VGはデータ信号に応じた値となる。
【００１８】
【発明が解決しようとする課題】しかし、上述した各画
素の回路では有機ＥＬ発光素子７を流れる駆動電流が必
ず正の電源ＰＶから負の電源ＣＶの方向に限定されてい
るので、有機ＥＬ発光素子７のホール輸送層１６、発光
層１７、電子輸送層１８間で形成される寄生容量Ｃｅに
駆動電流が流れるたびに電荷が蓄積される。このために
有機ＥＬ発光素子７に印加される電圧が寄生容量Ｃｅに
蓄積された電荷でシフトし、データ信号に応じたゲート
電圧VGは正常時より小さくなり、結果的に有機ＥＬ発光
素子７の輝度が劣化する問題点となる。
【００１９】
【課題を解決するための手段】本発明は、上記課題を解
決するために成されたものであり、行方向に延在する複
数のゲート線と、列方向に延在する複数のデータ線と、
前記ゲート線及び前記データ線の交点それぞれに対応し
て配置される選択駆動回路と、前記選択駆動回路に接続
される有機ＥＬ発光素子とを有し、前記ゲート線に入力
される選択信号によって前記選択駆動回路がオンし、前
記データ線に入力されるデータ信号に応じた電流が前記
有機ＥＬ発光素子に供給され、データ信号に応じた輝度
で前記有機ＥＬ発光素子が発光するアクティブマトリク
ス型有機ＥＬ表示装置において、前記有機ＥＬ発光素子
は、表示期間中に基準の電圧に対して第１の極性の電圧
を印加する第１の電源と、前記第１の極性とは逆極性の
電圧を印加する第２の電源との間に接続され、帰線期間
中に前記第１の電源と前記第２の電源の極性を反転させ
て接続されることを特徴としている。
【００２０】また、本発明では個々の画素毎に選択トラ
ンジスタ、駆動トランジスタ、有機ＥＬ発光素子を有
し、前記選択トランジスタに選択信号を入力することに
よって、選択トランジスタをオンし、前記選択トランジ
スタを介してデータ信号を前記駆動トランジスタに入力
し、前記駆動トランジスタを介して前記データ信号に応
じた電流を前記有機ＥＬ発光素子に流し、前記データ信
号に応じて前記有機ＥＬ発光素子を発光させて表示を行
うアクティブマトリクス型有機ＥＬ表示装置において、
前記有機ＥＬ発光素子は、表示期間中に基準電圧に対し
て一極性の第１の電源と、前記第１の電源と逆極性の第
２の電源との間に駆動トランジスタとともに直列に接続
され、帰線期間中に前記第１の電源と前記第２の電源の
極性を反転させて接続されることを特徴とする。
【００２１】
【発明の実施の形態】図１は本発明の実施形態にかかる
ＥＬ表示装置の等価回路図である。従来の構成要素と同
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一のものには同一符号を付した。
【００２２】行方向に延びる複数のゲート線１が配置さ
れ、これに交差するように列方向に複数のデータ線２及
び駆動線３が配置されている。ゲート線１とデータ線２
とのそれぞれの交点には選択ＴＦＴ４が接続されてい
る。選択ＴＦＴ４は二つのＴＦＴ４ａ、４ｂを直列に接
続したダブルゲート構造であり、選択ＴＦＴ４のそれぞ
れのＴＦＴ４ａ、４ｂのゲートはゲート線１に接続さ
れ、選択ＴＦＴ４ａのドレインがデータ線２に接続され
ている。選択ＴＦＴ４ｂのソースは保持コンデンサ５と
駆動ＴＦＴ６のゲートに接続されている。駆動ＴＦＴ６
のドレインは、駆動線３に接続され、ソースは有機ＥＬ
発光素子７の陽極に接続されている。以上は、従来のＥ
Ｌ表示装置と同様であり、その断面図についても従来と
同様である。なお、駆動ＴＦＴ６のソースドレイン間に
は放電用のダイオードとして働くゲートソースを短絡し
たＴＦＴ１０のソースドレインを並列に接続する。
【００２３】本実施の形態の特徴とするところは、有機
ＥＬ発光素子７を表示期間中に基準の電圧に対して第１
の極性の電圧を印加する第１の電源ＰＶと、前記第１の
極性とは逆極性の電圧を印加する第２の電源ＣＶとの間
に接続し、帰線期間中に前記第１の電源ＰＶと前記第２
の電源ＣＶの極性を反転させて接続することにある。
【００２４】図２を参照して詳細に説明する。
【００２５】ゲート線１は図示しないゲート線ドライバ
に接続され、ゲート線１には、ゲート線ドライバによっ
て順次ゲート信号が印加される。ゲート信号はオンもし
くはオフの２値の信号で、オンの時は正の所定電圧、オ
フの時は0Vとなる。ゲート線ドライバは、複数接続され
るゲート線１のうち、選択された所定のゲート線のゲー
ト信号をオンとする。ゲート信号がオンとなると、その
ゲート線１に接続された全ての選択トランジスタ４のＴ
ＦＴがオンとなり、選択トランジスタ４を介してデータ
線２と駆動トランジスタ６のゲートが接続される。
【００２６】データ線２にはデータ線ドライバ８から表
示する映像に応じて決定されるデータ信号が出力されて
おり、データ信号は駆動トランジスタ６のゲートに入力
されるとともに、保持コンデンサ５に充電される。
【００２７】駆動トランジスタ６は、データ信号の大き
さに応じた導電率で駆動線３と有機ＥＬ発光素子７とを
接続する。この結果、データ信号に応じた電流が駆動ト
ランジスタ６を介して駆動線３から有機ＥＬ発光素子７
に供給され、データ信号に応じた輝度で有機ＥＬ発光素
子７が発光する。
【００２８】保持コンデンサ５は、専用の容量線９もし
くは駆動線３など他の電極との間で静電容量を形成して
おり、一定時間データ信号を蓄積することができる。
【００２９】データ信号は、ゲート線ドライバが他のゲ
ート線１を選択し、そのゲート線１が非選択となって選
択トランジスタ４がオフした後も、保持コンデンサ５に
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よって１垂直走査期間の間保持され、その間、駆動トラ
ンジスタ６は前記導電率を保持し、有機ＥＬ発光素子７
はその輝度で発光を続けることができる。
【００３０】図２に示す表示期間は１垂直走査期間であ
り、垂直同期信号Vsyncで区分される。有機ＥＬ表示装
置に１フレームの画像が表示されると、次フレームの画
像表示のために最初のゲート線１に戻すために帰線期間
が設けられ、次フレームの表示期間に移行する。この帰
線期間を利用して第１の電源ＰＶと前記第２の電源ＣＶ
の極性を反転させる。すなわち、第１の電源ＰＶは正の
電圧から負の電圧に反転させ、第２の電源ＣＶは負の電
圧から正の電圧に反転させる。なお、この反転を行う際
に第１の電源ＰＶと第２の電源ＣＶ間での貫通電流を防
止するために両電源共に高インピーダンス期間を設け
る。
【００３１】図３を参照して本発明の動作原理を説明す
る。
【００３２】図３は、図１に示したの回路図から１画素
分の第１の電源PV、駆動ＴＦＴ６、ＴＦＴ１０、有機Ｅ
Ｌ発光素子７、第２の電源ＣＶを抽出して示した回路図
である。
【００３３】図から判るように、表示期間中では駆動Ｔ
ＦＴ６と有機ＥＬ発光素子７とは、正の第１の電源ＰＶ
と負の第２の電源ＣＶとの間に直列に接続されている。
有機ＥＬ発光素子７に流れる駆動電流は、第１の電源Ｐ
Ｖから駆動ＴＦＴ６を介して有機ＥＬ発光素子７に供給
される。このとき有機ＥＬ発光素子７の寄生容量Ｃｅに
電荷が充電される。
【００３４】次に、帰線期間になると、高インピーダン
ス期間を経て第１の電源ＰＶと第２の電源ＣＶの電位を
入れ換える。すると有機ＥＬ発光素子７には逆バイアス
がかかるため、一旦発光が止まる。そして駆動ＴＦＴ６
に並列に接続された放電用のダイオードとして働くゲー
トソースを短絡したＴＦＴ１０があるために、有機ＥＬ
発光素子７の寄生容量Ｃｅは負の第１の電源ＰＶと正の
第２の電源ＣＶとの間接続されることになり、そこに貯
められた電荷は順方向にバイアスされたダイオードとし
て働くＴＦＴ１０を通って放電する。そして再び第１の
電源ＰＶと第２の電源ＣＶの電位を入れ換えて元に戻
す。保持コンデンサに充電されたデータ信号は保持され
続けているため、この入れ換えによって有機ＥＬ発光素
子は再びデータ信号に基づいた輝度で発光する。これに
より次の表示期間での有機ＥＬ発光素子７の寄生容量Ｃ
ｅの電荷は無く、正常な輝度での表示が実現される。
【００３５】なお、駆動ＴＦＴ６に並列に接続された放
電用のダイオードとして働くゲートソースを短絡したＴ
ＦＴ１０は各画素毎に選択トランジスタ４や駆動ＴＦＴ
６と同時に形成することで各画素への作り込みも可能と
なる。
【００３６】
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【発明の効果】以上に詳述したように、本発明によれ
ば、有機ＥＬ発光素子は表示期間中に基準の電圧に対し
て第１の極性の電圧を印加する第１の電源と、前記第１
の極性とは逆極性の電圧を印加する第２の電源との間に
接続され、帰線期間中に前記第１の電源と前記第２の電
源の極性を反転させて接続されることにより、表示期間
中に有機ＥＬ発光素子の寄生容量に蓄積された電荷を帰
線期間で放電して次表示期間での有機ＥＬ発光素子の輝
度の劣化を防止できる。
【００３７】また、本発明では駆動回路に放電回路を設
け、帰線期間中に有機ＥＬ発光素子に蓄積された電荷を
放電回路を通して放電することにより寄生容量に蓄積さ
れた電荷を確実に放電できる。
【００３８】更に、放電用のダイオードはＴＦＴトラン
ジスタのゲートソースを短絡して形成されることにより
各画素内に他のＴＦＴと一緒に作り込むことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態にかかる有機ＥＬ表示装置
を示す回路図である。 *
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*【図２】本発明の一実施形態にかかる動作原理を説明す
る波形図である。
【図３】本発明の一実施形態における画素を説明する回
路図である。
【図４】従来の有機ＥＬ表示装置を示す回路図である。
【図５】有機ＥＬ表示装置の断面図である。
【図６】従来の有機ＥＬ表示装置の画素を説明する回路
図である。
【符号の説明】
１：ゲート線
２：データ線
３：駆動線
４：選択トランジスタ
５：保持コンデンサ
６：駆動トランジスタ
７：有機ＥＬ発光素子
PV：正電源
CV：負電源

【図１】 【図２】

【図３】
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